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学生の海外派遣の事例紹介
教員の国際的な研究活動を学生のグローバル学修体験に！
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　2024年度第 2 回FDサロンが2024
年12月11日（ 水）16：15～17：30，N302
教室で開催された。今回は山梨大学
副学長（教務・DX推進担当）の塙
雅典（はなわ　まさのり）氏を招き，

「山梨大学の大学教育DXへの取り組
みと生成AIへの対応」をテーマに

講演が行われた。開会にあたり松田瑞史学長が挨拶し，
その後，塙副学長より山梨大学における教育DXと生成
AI活用の実践事例を交えた説明がなされ（項目 1 ～ 4 ），
最後に本学教職員との質疑応答（項目 5 ）が行われた。

1 ．大学教育DXの推進状況
　山梨大学では，DXを「デジタル技術の活用で業務や
組織を変革し，価値を創造すること」と定義し，2000
年代から段階的に教育ICT基盤を整備してきた。18年
間運用した学内コミュニケーション基盤「CNS」を全
面リニューアルし，スマートフォン対応や英語表記，
プッシュ通知機能を備えた「CNS 2 」を2025年度から
本格運用予定である。
　Microsoft Teamsの全学導入では，全科目チームの事
前準備と履修学生・教員の自動登録を実現し，公式会
議を原則Teamsで行うことで組織運営を効率化してい
る。学修成果可視化システムでは学生が自己のGPA取
得状況を確認でき，2024年度から授業評価アンケート
機能が先行稼働している。教学IRデータ分析では， 8
大学連携のプレイスメントテストとして81問の心理尺
度アンケートを実施し，学習習慣とGPAを組み合わせ
たリスクスコアにより学生の学習状況を把握している。

2 ．文章生成AIと大学教育
　文章生成AIの現状について紹介された。OpenAI

（ChatGPT），Anthropic（Claude 3.5） な ど 主 要 ベ ン
ダーによる多様なサービスが展開されている。ただし，
汎用生成AIは入力に対して愚直に回答を返すため，安
直な利用による無思考，誤情報の拡散，著作権や個人
情報のリスクといった懸念も指摘された。こうした技
術の急速な普及により，多くの学生がすでに何らかの
生成AIサービスを利用していると考えられ，大学教育
における迅速な対応が不可欠とされた。これらを踏まえ，
大学教育での利用方針として，出力を批判的に検討し
思考や学びを深める教育の実施，学びを個別最適化す
る補助的システムとして安全に提供することが重要で
あると整理された。作文・コーディング・会話練習な

どの具体的な学修支援や，AIとの対話を通じた批判的
思考力の涵養も期待されている。
　学長メッセージでは「適切な利用で学びを深める」
という基本方針を示し，生成AI利用の 5 つの注意点

（補助的利用，慎重な利用，批判的思考，機密情報の保
護，著作権の尊重）を明示した。塙副学長は「教員が
自由に使い，その可能性と限界を知ることが大切」と
述べた。一方で，汎用生成AIの学生への全面提供には
慎重な姿勢を示し，「生成AIはエキスパート向けのシス
テムであり，理解している人は活用できるが，そうで
ない人は失敗しやすい」との見解を示した。プロンプ
ト技術を全学的に指導することには消極的であること
を明らかにした。

3 ．汎用文章生成AI「UYxAI（ゆい）」の構築
　「UYxAI（ゆい）」は，Azure上にISMAP準拠で構築
されたシステムであり，入力データが学習に利用され
ない安全な環境を備えている。著作権法違反の可能性
がある入力への警告機能も実装されている。2024年 7
月にGPT-4oへ移行し，現在は月額約2.5万円で運用して
いる。平日平均70件以上のアクセスがあり，Teams経
由での利用が可能で，文章要約や日英自動翻訳などの
機能を提供している。一方で，構築と運用を通じてい
くつかの課題も明らかになっている。サービス面では，
有志教職員によるαテストから全学展開までの段階的
導入や利用者からの意見収集，利用状況の調査手法の
確立，不正利用防止の強化，さらにマルチモーダル対
応などの機能拡張が検討課題となっている。Azure 
OpenAI関連では，従量課金制によるAPI利用費の予測
の難しさ，GPTサーバ地域やモデル選択の課題，モデ
ル更新のタイミングやコスト，レイテンシの問題が指
摘されている。その他，予算制約の中での利用者拡大
に対応するための利用量制限機能の必要性や，学修支
援・教員支援サービスとのさらなる連携構築が今後の
検討課題として挙げられた。
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4 ．学びの個別最適化と生成AI活用
　授業振り返り支援AIの試行では，利用者の 6 割以上
で文章量が増加し，記述の妥当性も向上した。現在は
Stack AIを用いた振り返り支援AIをLMS（Moodle）へ
統合中であり，教員が授業概要と評価観点を暗号化し
て設定し，学生が繰り返し思考できる仕組みを構築し
ている。また，学生20名と教員13名が参加する「生成
AI学習アプリ開発プロジェクト」では，意識の高い学
生が多く参加している一方で，締切アラートなど生成
AIと直接関係のない要望も多く寄せられ，大学の仕組
みの複雑さが浮き彫りになった。

5 ．活発な質疑応答
　質疑応答では，学修成果可視化システムに関して「科
目の成績は本当にコンピテンシーを測定しているのか」
という問題提起があった。これに対し塙副学長は，「見

かけ上はもっともらしく見えるが，各コンピテンシー
を真に評価できる仕組みを作ることは至難である」と
述べ，学生自身が自らの言葉で学びを言語化すること
の重要性を強調した。また，生成AIについては，強力
な一方で初心者は誤用しやすく，教育現場での全面導
入には慎重であるべきとの指摘があった。既存システ
ムを適切に活用し，リスクや禁止事項を周知すること
が重要であり，システム以上に教職員と学生のマイン
ドセットが重要であるとの考えが示された。さらに，
DXマインド醸成については，DX研修は年 1 回程度で
ある一方，全学教育FD研修会はほぼ毎月開催され，オ
ンデマンド配信も行われていることが紹介された。塙
副学長の「DXは終わりのない進化の旅である」という
言葉が印象的に響き，参加者が今後の方向性を共有す
る有意義なFDサロンとなった。

　皆さんは，北海道大学高等教育研修センターにおい
て，頻繁にセミナーが開催されていることをご存知で
しょうか？私自身，昨年，学務課からまわってくる案
内メールにあるリンクをクリックするまで気づいてい
ませんでした。昨年はオンラインのセミナーも多かっ
たのですが，今年はほとんど対面になってしまい，残
された数少ないセミナーが「生成AIで変わる教育と学
び」シリーズでした。学生たちにも利用が広がっており，
本学の事務局にもMicrosoft Copilotが導入され，生成
AIの活用法を知っておくべきかと思い，この機会に勉
強させてもらおうと思ったのでした。 8 月末時点でシ
リーズ中 3 回開催されています。

第 1回：学生への生成AI利用例示
　第 1 回は北大の教員が授業において学生に生成AIの
利用を促すとともに，自身の活用状況について紹介が
ありました。学生に示した活用法の一つは，英語の論
文を読む前に，ChatGPTなどで日本語に要約させて概
要を把握するという方法，もう一つは授業のレジュメ
をNotebookLMに読み込ませて，授業に特化した生成
AIをつくり，自身が授業内容の確認作業に用いるとい
う方法でした。生成AIの利用を禁じるのではなく，学
習の効率を上げる方法を例示することで，学生が生成
AIを使いこなすように仕向ける試みに感心しました。

第 1 回のもう一つの講演は，生成AIを芸術の創作活動
に利用するという内容でした。

第 2回：授業での生成AI活用例
　第 2 回はアカデミックライティングの授業に利用し
た例の紹介がありました。学生が自身の文章を見直さ
ないとか，自分の文章に対する客観的な評価が不足し
ているという問題意識があったそうです。そこで，学
生らがグループでレポートのチェック表を自ら作成し，
自分が書いたレポートをカスタマイズしたChatGPTに
読み込ませて，このチェック表をベースに，レポート
に不足な点や改善のヒント，全体の講評を回答させる
ことを試したそうです。利用した学生からは，レポー
トの修正の仕方について参考になった，授業の要点を
再確認できた，修正作業を効率的に進められたとの好
意的な反応が多かったそうです。もう一人の講師は，
経済史の講義における反転授業課題において生成AI利
用を推奨しているそうです。学生には，生成AIの使用
方法やプロンプトの報告，AIの回答とは異なる自分の
意見の明記を義務付けたそうです。海外企業やビジネ
ススクールではAI活用が主流となっていることから，
日本の学生にもそういうマインドをもってほしいとい
う現れではないかと思われます。

教育推進支援センター長　花島　直彦
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　第45号FDだよりをお届けいたします。本号では，令和 6 年12月に開催されたFDサロンの
報告と北海道大学高等教育研修センター主催のセミナー「生成AIで変わる教育と学び」の

受講報告を掲載しています。FDサロンとセミナーのテーマは「AI」でした。新しい技術への移行はスムーズ
ではないかもしれません。われわれFDAL部門員も，使い慣れたアプリケーションソフトをすぐにやめるには
抵抗がありますが，全部をいきなりAI任せにするのではなく，現状を維持しつつ徐々に便利なものに置き換え
ていくスタンスで良いのでは？と思っています。セミナー報告には「セミナー内容をCopilotでマトリクス形式
に要約」した図を掲載しています。お気づきでしょうか。「漢字が？　博士程程？」など，人が手を加えなけれ
ばならない部分が残っておりますが，みなさんも「AI」を教育や日々の業務に活かす方法について考えてみて
はいかがでしょうか。

編集後記

第 3回：学生が紹介する生成AI活用事例
　第 3 回は教員ではなく 3 名の学生の講演でした。第
2 回までの教員の講演も大いに勉強になったのですが，
学生たちは最新の技術を自ら使って学んでいることも
あり，具体的な事例の紹介がありました。最初の学生
は学部 1 年生でした。主に，ChatGPT，Gemini，
NotebookLMのツールについて紹介がありました。
ChatGPTはブレーンストーミング，構成の整理などに
使っているそうです。講演では例としてAIに俳句を詠
ませるプロンプトなどの紹介がありました。Geminiは
レポート課題の下調べ，レポートの推敲，スライドの
作成支援に用いていると説明していました。また，数
理系の課題については，問題を解くときのヒント，解
答の解説，別解などを提示させ，大学での学習の支援
に大いに活用している様子でした。NotebookLMとは
ユーザーが与えた情報で独自に学習をするサービスで
す。試験問題を予想させ，それを解くことで自身の理
解度の確認をするという，一歩進んだ活用法を紹介し
ていました。また，授業の情報整理に活用する例として，
参考文献の管理を示していました。
　 2 番目の学生は理学院博士課程 1 年生で，基礎医学
研究と臨床医学研究の違いを考察する科学哲学の研究
をしているとのことでした。医学分野で10年の経験が
あるため医学系の論文はざっと読めるけれども，もと
もとは専門外だった哲学系の論文を読解する場面で
ChatGPTを使っており，論文の要約・解説や関連論文
の検索にも使用していると紹介していました。また，
自分の原稿を読み込ませて議論の妥当性を批評させる，
アイデアのメモ書きを整理させる，論文の構成を提案
させるなどの活用例が示されました。その他，英語の
勉強のため，英単語の一覧をChatGPTに渡して，毎日
3 つずつ出題してもらうようにしているとか，文章の
誤字脱字のチェックにも使っているということでした。
研究活動に普通に生成AIが利用されていることを知り，
研究者の立場からもたいへん参考になりました。
　 ３ 番目の学生は医学部 6 年生で，Deep Research，国
家試験問題の整理，スライド動画の半自動生成の事例
について紹介していました。生成AIの知識量は，医師
国家試験合格レベルという論文もあるほど膨大であり，

これを活かさない手はないと考え，関連研究の調査な
どにChatGPTやGeminiのDeep Research機能を役立て
ていると説明がありました。生成AIではハルシネー
ションが問題になりますが，自身の専門分野であれば
文献を辿ることで妥当性は検証できるとのことです。
大規模言語モデルによる生成AIは文章の構造化や整理
が得意という特徴をいかし，次の話題では，医師国家
試験の問題と解答解説を情報源として与えて，試験問
題の要約，問われている知識，覚えるポイントなどを
出力させる例を示していました。MarkdownやYAML
などのデータ形式で出力させると，Pandocというツール
を使ってpdfに変換でき，読みやすく整理された資料が
生成されます。 3 つめの話題では実験的にスライド動
画を自動生成させるシステムについて紹介していました。
Geminiにスライドにしたいデータを渡して，スライド
表示と音声台本の元になるデータをそれぞれMarkdown
形式とYAML形式で出力させます。Markdownデータは
Marpというツールでスライドに変換し，YAMLデータは
Aivis Speechというツールで音声合成します。これら
をUnityというソフトウエアで統合し，再生した動画を
録画機能で保存します。今は半自動ですが，数年もす
れば教材づくりに使えるレベルになるかもしれません。
　以上， 3 回のセミナーをご紹介しましたが，今後も
9 月，10月，11月に 1 回ずつ実施が予定されています。
自分のAI活用術を他の人に見てほしいという学生が他
にもおり，学生の講演の続編も準備しているそうです。
お時間があれば，ぜひ参加してみてはいかがでしょうか？

セミナー内容を Copilot でマトリクス形式に要約


